
３ 快適・安全で魅力あふれる
道路空間の創出

２ いのちと暮らしを守る
災害に強い道路整備

１ 人流・物流・都市の成長を
支える道路整備

京都市 道路整備の考え方

京都市基本計画
「はばたけ未来へ！京プラン」

○ 京都市基本計画や個別計画等の改定などを踏まえ、必要に応じて「京都市 道路整備の考え方」を更新します。

①：京都広河原美山線、国道162号（川東工区）
②：宮前橋、今熊野橋、三条大橋
③：国道162号、国道477号
④：トンネルの修繕（市内各路線）
⑤：道路付属施設の修繕（市内各路線）
⑥：舗装の修繕（市内各路線）
⑦：後院通、河原町通

①：京都高速道路新十条通（稲荷山トンネル）
②：向日町上鳥羽線(国道171号以西)
牛ケ瀬馬場線
鴨川東岸線（第三工区）、中山石見線
御陵六地蔵線（第三工区）

③：横大路中通
横大路公園通

①：伏見柳谷高槻線
②：西院地区
③：京都市眺望景観創生条例に基づく視点場
（参道等） の整備（市内各路線）

④：東大路通（歩道環境改善等）
⑤：蛸薬師通（細街路対策）
⑥：自転車走行環境の整備（市内各路線）
⑦：通学路等のバリアフリー整備（市内各路線）

○ 道路整備について、現下の社会経済情勢を踏まえた中長期的な見通しの下、安定的・持続的な公共投資を推進しつつ戦略的・計画的な取組が求められています。
○ 京都市においては、道路の施策分野ごとに計画等（以下「個別計画等」という。）を策定・公表するなど計画的な取組を進めてきましたが、これを横断的かつ分かり
やすく示し、より一層計画的かつ効率的に道路整備を進めるために、「京都市 道路整備の考え方」を取りまとめるものです。

１ 背景・目的

２ 道路整備の推進

○ 「１ 人流・物流・都市の成長を支える道路整備」、「２ いのちと暮らしを守る災害に強い道路整備」、「３ 快適・安全で魅力あふれる道路空間の創出」の３つの柱を
道路整備の基本方針とします。

○ 対象期間は2018～2027年度の10年間（前期5年間、後期5年間）とします。
○ 個別計画等に位置付けられている事業（以下「個別事業」という。）を計画的・効率的に進めます。

※ 基本方針に資する個別事業については次ページ以降に取りまとめています。なお、京都市域内における主な事業中の直轄事業等も参考に掲載します。

③
道
路
の
り
面
維
持
保
全
計
画

②
京
都
市
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画

②
今
後
の
道
路
整
備
事
業
の
進
め
方

⑥
京
都
市
自
転
車
総
合
計
画
２
０
２
５

①
今
後
の
道
路
整
備
事
業
の
進
め
方
（
再
掲
）

①
広
域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

①
今
後
の
無
電
柱
化
の
進
め
方
（
再
掲
）

④
ト
ン
ネ
ル
長
寿
命
化
修
繕
計
画

⑤
道
路
付
属
施
設
長
寿
命
化
修
繕
計
画

②
「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー

⑥
舗
装
長
寿
命
化
修
繕
計
画

④
安
心
・
安
全
な
東
大
路
歩
行
空
間
創
出
事
業

⑤
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
な
か
戦
略
（
ゾ
ー
ン
整
備）

⑦
今
後
の
無
電
柱
化
の
進
め
方

主
な
個
別
事
業

個
別
計
画
等

基
本
方
針

③
歴
史
的
景
観
を
保
全・
継
承
す
る
京
の
道
づ
く
り

（令和７年３月改訂）

③
伏
見
西
部
第
四・
五
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

⑦
通
学
路・
児
童
の
移
動
経
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


